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百⾆⿃・古市古墳群世界遺産学術委員会委員名簿 

 
（敬称略・任期は令和９年 3⽉ 31 ⽇まで） 

⽒ 名 所属・役職等 専⾨分野 

稲葉 信⼦ 
静岡県富⼠⼭世界遺産センター 館⻑ 
筑波⼤学 名誉教授 
イコモス国際学術委員会委員 

遺産論・建築史 

岡⽥ 保良 
国⼠舘⼤学 名誉教授 
⽇本イコモス国内委員会委員⻑ 

⻄アジア建築史・ 
⽂化遺産学 

中久保 ⾠夫 ⼤阪⼤学 准教授 考古学 

⻄村 幸夫 
國學院⼤学観光まちづくり学部 学部⻑ 
⽇本イコモス国内委員会顧問 

都市計画・都市景観計画 

福永 伸哉 ⼤阪⼤学⼤学院 特任教授 考古学 

増⽥ 昇 ⼤阪府⽴⼤学 名誉教授 緑地計画学・都市計画 

宗⽥ 好史 

関⻄国際⼤学 国際コミュニケーション学
部⻑ 
京都府⽴⼤学 名誉教授 
イコモス国際学術委員会委員 

都市計画・世界遺産 

W・シュタイ
ンハウス 

広島⼤学 客員准教授 考古学 
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⽔質調査事業について 

 
 
■趣旨・⽬的 
世界遺産「百⾆⿃・古市古墳群」の濠⽔について、景観保護の観点から「⾒た⽬」「臭い」
の悪化を防ぐため⽔質の維持・管理が求められることから、濠⽔を湛える全ての古墳につい
て⽔質の通年での季節変動を把握するため⽔質調査を実施した。 

 
■調査対象 
・百⾆⿃エリア：10 基（反正天皇陵古墳、仁徳天皇陵古墳、永⼭古墳、孫太夫⼭古墳、⻯

佐⼭古墳、丸保⼭古墳、履中天皇陵古墳、いたすけ古墳、御廟⼭古
墳、ニサンザイ古墳） 

・古市エリア：７基（仲哀天皇陵古墳、応神天皇陵古墳、はざみ⼭古墳、墓⼭古墳、⻘⼭古
墳、峯ヶ塚古墳、⽩⿃陵古墳） 

※丸保⼭古墳と⻯佐⼭古墳については冬季調査時、⻘⼭古墳については夏季、冬季調査時
ともに渇⽔のため採⽔不可 

 
■調査内容 
・採⽔作業： 
各古墳１箇所（ただし仁徳天皇陵古墳は第 1〜3各濠の 3箇所）において、原則として 2
回（９⽉、１⽉）採⽔を実施し、⽔温、⽔素イオン濃度(ｐＨ)、溶存酸素量（DO）、⾊相、
臭気、⽔位、透視度の計測、⾒た⽬アオコ指標レベルの確認を⾏った。 
・分析作業： 
 各箇所１試料を対象として、化学的酸素要求量（COD）、浮遊物質量（SS）、全窒素（T-

N）、全燐（T-P）、クロロフィル aについて⽔質分析を⾏った。 
 
■主な調査結果（表１〜３、図１） 
・夏季調査では、仁徳天皇陵古墳第１濠・第３濠、履中天皇陵古墳、仲哀天皇陵古墳、はざ
み⼭古墳および⽩⿃陵古墳においてアオコの発⽣が確認され、⾒た⽬アオコ指標レベル
は１〜４の範囲であった。 
・その他の調査箇所ではアオコの発⽣は確認されなかったものの、すべての箇所において富
栄養化の⽬安値を超過しており、富栄養の状態にあることから、今後アオコが発⽣する可
能性があると考えられる。 
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■⽔質改善⽅策案 
・アオコの発⽣要因は⽔中の窒素やリンなどの栄養塩が⾼濃度で存在することが挙げられ、
対策として栄養塩濃度を低減させることが重要であり、簡便な⼿法として栄養塩濃度の
低い⽔を濠へ導⽔し、希釈することが考えられる。 
・底泥からの臭気、特に腐敗臭を抑えるためには、年に⼀度濠の⽔を抜き「池⼲し」を実施
し、底泥へ酸素供給を促進して有機物の分解を促すことが有効と考えられるが、⼲出と浸
⽔を繰り返すことによる古墳の法⾯崩壊のリスクが懸念されるため、実施する際には慎
重に検討することが望ましい。 

 
■今後の課題 
・定期的に現地観察調査、⽔質分析ならびに植物プランクトン調査を実施し、季節変動デー
タや経年データを蓄積する。 
・植物プランクトンの栄養源である溶存態の栄養塩(DIN、DIP)の分析を実施する。 
・濠への排⽔の流⼊量および汚濁源の流⼊負荷を調査する。 
・底⼟中の窒素、リン、有機物、臭気関連項⽬等の分析を実施し、基礎データを収集する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Administrator
テキストボックス
５



 
 

表１ 現地測定結果の評価 

 
 

 
図１ ⾒た⽬アオコ指標 
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表２ ⽔質分析結果の評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

表３ 富栄養化の評価 
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令和７年度 構成資産にかかる整備等の事業

実施機関 構成資産名 事業概要 事業予定期間 備考
1 ⽻曳野市 峯ヶ塚古墳 発掘調査事業 10⽉末〜12⽉末
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